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    平成 27年１月 22日 
 
各     位  

会 社 名 興 銀 リ ー ス 株 式 会 社 

代 表 者 の 
役 職 氏 名 

代表取締役社長 大 西  節 

（コード番号：8425 東証第１部） 

問い合わせ先 取締役企画部長 丸山 伸一郎 

電 話 番 号 0 3 - 5 2 5 3 - 6 5 1 1 ( 代 表 ) 
 
 

連結子会社の吸収合併（簡易合併・略式合併）に関するお知らせ 

 

当社は、本日開催の取締役会において、当社 100％出資の連結子会社である日産リース株式会社（以下   

「日産リース」）を、平成 27 年４月１日を効力発生日として、吸収合併（以下「本合併」）することについて   

決議いたしましたのでお知らせいたします。 

なお、本合併は、当社が 100％出資している連結子会社を対象とする簡易吸収合併であるため、開示事項・

内容を一部省略しております。 

 

記 

１．合併の目的 

  日産リースは、平成 11年２月に日産自動車株式会社より当社が株式を取得して以降、興銀リースグループ

の中核を担う一社として、自動車メーカーや部品メーカー、自動車販売会社などと幅広く取引を行って   

まいりました。 

  本合併は、斯業界に特化した日産リースの専門性と当社が有する金融ノウハウを融合させることで、   

これまで以上に多様なファイナンスニーズを着実に捕捉することを目的に実施するものであります。 

当社グループは、現在推進中の第４次中期経営計画のもと、これまでの営業展開に加え、業種や商流の  

視点から幅広く取引先のニーズを捕捉することに注力し、また、親密金融機関をはじめとする事業     

パートナーとの連携を一段と強化することで、顧客基盤の更なる拡大を目指してまいります。 

 

 

２．本合併の要旨 

（１）合併の日程 

取 締 役 会 決 議 日 平成 27年１月 22日 

契 約 締 結 日 平成 27年１月 22日 

合 併 期 日 （ 効 力 発 生 日 ） 平成 27年４月１日（予定） 

本合併は、当社については会社法第 796条第３項、日産リースについては会社法第 784条第１項の規定

に基づき、それぞれ株主総会の承認決議を経ずに行います。 

（２）合併の方式 

当社を存続会社とする吸収合併方式で、日産リースは解散いたします。 

（３）合併に係る割当ての内容 

本合併による株式その他の財産の割当てはありません。 

（４）合併に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

日産リースは、新株予約権および新株予約権付社債を発行しておりません。 
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３．合併当事会社の概要（平成 26年９月 30日現在） 

  吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 

（１） 名 称 興銀リース株式会社 日産リース株式会社 

（２） 所 在 地 東京都港区虎ノ門一丁目２番６号 東京都港区虎ノ門一丁目２番６号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 大西 節 代表取締役社長 折橋 克泉※ 

（４） 事 業 内 容 総合リース業 総合リース業 

（５） 資 本 金 17,874百万円 10百万円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 44年 12月１日 平成 10年 10月 28日 

（７） 発 行 済 株 式 数 42,649,000株 200株 

（８） 決 算 期 ３月 31日 ３月 31日 

（９） 大株主及び持株比率 第一生命保険株式会社 6.87％ 興銀リース株式会社 100％ 

日産自動車株式会社退職給付信託口座 

信託受託者 みずほ信託銀行株式会社 

再信託受託者 資産管理サービス信託 

  

銀行株式会社 4.10％ 

  株式会社みずほ銀行 3.81％   

（10） 直前事業年度の財政状況及び経営成績 

 平成 26年３月期（連結） 平成 26年３月期（単体） 

 純 資 産 109,840百万円 8,459百万円 

 総 資 産 1,462,183百万円 44,551百万円 

 １ 株 当 た り 純 資 産 2,458円 28銭 42,297,630円 47銭 

 売 上 高 354,779百万円 18,993百万円 

 営 業 利 益 16,701百万円 638百万円 

 経 常 利 益 17,405百万円 742百万円 

 当 期 純 利 益 10,531百万円 444百万円 

 １ 株 当 た り 当 期 純 利 益 264円 75銭 2,223,296円 95銭 
※平成 26年 10月１日より現職 

 

 

４．合併後の状況 

本合併後の当社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金および決算期に変更は      

ありません。 

 

 

５．今後の見通し 

本合併は当社が 100％出資している連結子会社との合併のため、連結業績への影響は軽微であり、    

平成 26年５月９日に公表いたしました平成 27年３月期の連結業績予想に変更はありません。 

 

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 26年５月９日公表分） 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益 

当期業績予想 

（平成 27年３月期） 
355,000百万円 16,710百万円 17,410百万円 11,000百万円 

 


